
 

 

 

平成２７年度学校評価のまとめ 
学校評価の公表について 

（手段・時期等） 
ホームページ上にて公開（５月） 

 

領域 学校関係者評価の結果 学校評価のまとめ 

学校経営 

教育課程 

・４５分７限授業・土曜授業については、

生徒よりも保護者から高い評価を受け

ているが、誤解を招かないように、中学

校への説明をもっと積極的に行う必要

がある。 

・学校経営全般についての積極的な取り組

みについて、小中学校の保護者にもっと

伝えたほうがよい。 

・評価については例年通りであるが、学校

の考えや教員の思いをさらに生徒及び 

保護者に伝え、一人一人を大切にしたき

め細かな指導を展開する。 

・学力向上を中心に、生徒の人間的成長を

考えながら活力ある学校づくりに取り組

む。 

学習指導 ・生徒の予習復習への取組については， 

より改善ができるように家庭学習の 

必要性を伝えていく。 

・定期考査については、生徒の学習の成果

が的確に測定できる問題作りに努めて

もらいたい。 

・たくさんの知識を身に付けるだけではな

くて、思考力を養う授業をおこなって欲

しい。 

・授業を大切にさせるとともに、予習復習

を呼びかけながら、家庭学習時間を確保

させることにより学力向上を図る。 

・勉強が苦手な生徒に対しても、少人数の

授業展開で基礎基本の確実な習得を図

る。 

・教員間での授業参観及び授業アンケート

による授業評価を活用して、授業改善を

推進する。 

・先進的な取り組みについての研修の機会

を設けるなどして、総合的な学力を身に

付けさせる技能を習得する。 

キャリア

教育 

・多くの生徒が大学進学を希望している

が、民間企業への就職や公務員について

も個に応じたきめ細かな指導の結果が

表れている。今後もさらなる指導をお願

いしたい。 

 

・これまでのキャリア教育において勤労

観・職業観の育成のみに焦点が絞られが

ちであったものから、能力や態度の育成

にも力を注げるよう本来の理念に立ち返

ったキャリア教育の理解を図る。 

生徒指導 ・頭髪、服装がきちんとしており、保護者・

地域からも評価されている。 

・スマートフォン、携帯電話の使用につい

て継続指導をお願いしたい。 

・通学時の列車・自転車・歩行マナーも  

含めて今後も指導する。 

・学校カウンセラーやスーパーバイザーと

連携をとり、個に応じて適切に対応でき

る体制を整備する。 

特別活動 ・学校行事の充実という観点から、生徒会

活動や進路に係る行事等の充実に取り

組んでいただきたい。 

・部活動の活性化にも積極的に取り組んで

もらいたい、 

・生徒会等と協力し、行事や朝の声掛け 

運動など特別活動をとおして、学校改善

に取り組む。 

・部活動の時間を確保するとともに、事故

防止に配慮しながら活動を推進する。 

教育環境 ・引き続き学習環境の整備に努めていただ

きたい。 

・通学環境や学習環境等の整備の充実に 

今後も努力していただきたい。 

・教育活動への支障が出ないように計画的

に進め、教育環境の充実と美化活動を 

推進する。 

 

 
 


